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東
京
都
か
ら
飯
舘
村
へ
移
住
し
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
前
職
は
営
業
職
で
、「
独
立

し
て
な
に
か
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た

中
、
東
北
へ
の
転
勤
を
機
に
初
め
て
農
業
分
野
と
の

接
点
が
で
き
、
現
職
と
一
番
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
農
業
に

転
身
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
農
業
を
始
め
る
地
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事
故
に
遭
い
村
全
体
が
計
画
的
避
難

区
域
に
指
定
さ
れ
た
飯
舘
村
で
す
。
放
射
線
量
調
査

を
行
う
機
関
か
ら
話
を
聞
き
、
そ
こ
ま
で
気
に
留
め

ず
、「
そ
れ
よ
り
厳
し
い
条
件
下
の
方
が
、
ラ
イ
バ
ル

が
少
な
く
自
分
の
や
り
方
に
合
っ
て
い
る
」
と
考
え

ま
し
た
。

　
移
住
し
た
の
は
２
０
２
０
年
５
月
。マ
ル
シ
ェ
や
Ｄ

Ｉ
Ｙ
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
農

家
の
手
伝
い
に
志
願
し
た
り
と
人
脈
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。
翌
21
年
３
月
、
花
卉
栽
培
の
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
定
植
直
前
に
強
風
に
よ
り
ハ
ウ
ス
が
倒
壊

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。い
ざ
農
業
ス
タ
ー
ト
と
い
う
時

で
ひ
ど
く
落
胆
し
ま
し
た
が
、
自
分
で
解
体
作
業
を

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
は
、
リ
コ
ピ
ン
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
β-

カ
ロ
テ
ン
、
食
物
繊
維
な
ど
の
栄

養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
β-

カ
ロ
テ
ン
は
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に

変
化
し
、
皮
膚
や
粘
膜
を
丈
夫
に
し
た
り
、

呼
吸
器
系
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
抗
酸
化
作
用
が
高
く
、
加
熱
し
て
も
栄

養
が
失
わ
れ
に
く
い
食
べ
物
で
す
。
油
と
一

緒
に
摂
取
す
る
と
吸
収
率
が
上
が
り
ま
す
。

加
え
て
、
血
流
を
改
善
す
る
働
き
が
あ
る
た

め
、
冷
え
性
改
善
や
肥
満
予
防
に
も
期
待
が

で
き
ま
す
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

02 表紙の人紹介／今月の農産物

04 特集　

　①第7回　通常総代会開催

　②代表理事あいさつ

10  J-FAP ふくしま魅力発見

12 みらいろトピックス

14 女性部紹介

15 営農情報

20 農業女子

次
世
代
を
担
う
担
い
手

Contents

人脈頼り
に

Ｉターン
で花卉栽

培

行
い
、
再
度
ハ
ウ
ス
を
建
設
。
今
年
４
月
無
事
定
植

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
な
ど
実
技
指
導
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

た
め
、つ
な
い
だ
人
脈
を
頼
り
に
村
内
や
隣
町
の
先

輩
農
家
に
「
聞
い
て
・
見
て
・
ま
ね
て
」
花
卉
栽
培
の

知
識
を
得
て
い
ま
す
。
作
業
の
時
期
が
来
る
た
び
、

気
に
か
け
て
教
え
に
来
て
く
れ
る
方
が
多
く
、
優
し

い
地
域
性
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
現
在
の
目
標
は
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
ハ
ウ
ス
を
３

棟
か
ら
５
棟
に
増
や
す
こ
と
。
そ
し
て
、こ
ん
な
に
も

親
身
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
地
元
の
農
家
の
方
の

恩
に
報
い
る
た
め
に
、
頑
張
る
し
か
な
い
で
す
！

今月の
農産物 ミニトマト

22 みらいろ作品展

24 元気にすくすく「みらいっ子」

25 自己改革通信／食農学類探訪

26 直売所NAVI

27 はじめよう健活／JA虎の巻

28 ドローンで見るふくしま未来

30 クロスワード

31 あなたもチャレンジ家庭菜園

32 みら☆スタ

そうま地区／飯舘村

表紙の人

小原  健太 さん（44歳）
栽培品目：トルコギキョウ
　　　　　ハウス３棟
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Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
未
だ
収
束
が
み
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
原
油
価
格
の

高
騰
、
米
価
下
落
、
さ
ら
に
は
恒
常
化
す
る
自
然
災
害

の
発
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
協
同
組
合
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針

が
改
正
と
な
り
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
か
ら
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
実
践
と

年
度
毎
の
進
捗
管
理
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
組
合
員
と
の
対
話
を
徹

底
し
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ
、
一

体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
運
営
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
共
有
し
、
協
同
組
合

活
動
を
通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
豊
か
な

地
域
社
会
の
発
展
へ
と
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
中
期
経
営
計
画
書
「
第
３
期
み
ら

い
ろ
プ
ラ
ン
」
の
初
年
度
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
は
さ

ら
な
る
自
己
改
革
を
進
め
、
次
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
持

続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
取
り
巻
く
内
外
情
勢
や
環
境
を
踏
ま
え
、

基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
掲
げ
て
進
め
ま
す
。

環
境
変
化
に
対
応
し
た
自
己
改
革
の
実
践
を
通
じ
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め

成
長
と
分
配
を
目
指
し
、
総
合
事
業
の
中
で
全
体
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
組
織
協
同
活
動
の
展
開
に
よ

り
地
域
経
済
に
貢
献
・
寄
与
し
続
け
ま
す
。

１
．
地
域
農
業
振
興
戦
略

　

○�

多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
農
地
集
積
に
よ

る
農
地
の
有
効
活
用
と
農
業
振
興
支
援
事
業
の
継

続
実
施

　

○�

1
営
農
セ
ン
タ
ー
1
億
円
販
売
高
ア
ッ
プ
の
取
り

組
み
及
び
農
業
生
産
基
盤
の
確
保
・
拡
充

　

○
の
れ
ん
分
け
方
式
に
よ
る
技
術
継
承

　

○�

農
業
労
働
力
の
確
保
体
制
の
整
備
、
自
然
災
害
リ

ス
ク
に
備
え
収
入
保
険
加
入
の
啓
蒙

基
本
方
針

第
７
回 

通
常
総
代
会
開
催

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
31
日
、
第
７
回
通
常
総
代
会

を
福
島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
き
ま
し
た
。

総
代
１
，
０
０
０
人
の
う
ち
書
面
出
席
を
含
む

９
８
８
人
が
出
席
。
令
和
３
年
度
事
業
報
告
や

第
３
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
（
中
期
経
営
計
画
）

及
び
地
域
農
業
振
興
計
画
の
設
定
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
、
役
員
の
選
任
な
ど
全
７
議
案
と

付
帯
決
議
な
ど
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
３
年
度
は
凍
霜
害
に

は
じ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
、
米
価
下
落
な
ど
複
合
的

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
厳
し
い
環
境
下
で
あ
っ

た
が
、『
第
２
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
』
の
最
終
年

と
し
て
環
境
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
さ
ら
に
『
新
た
な
拠
点
づ
く
り
』
へ
の
挑

戦
を
掲
げ
、
全
役
職
員
方
向
性
を
一
つ
に
し
て

邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。

議　　　案
第1号議案　�令和 ３年度事業報告及び剰余金処分案の

承認について
　報告事項　�令和 ３年度貸借対照表、損益計算書及び

注記表の内容並びに会計監査人の監査報
告及び監事の監査報告について

第 ２号議案　�中期経営計画書「第 ３期みらいろプラン」
及び地域農業振興計画（令和４年度～令
和6年度）の設定について

第 3号議案　令和４年度事業計画の設定について
第 4号議案　�令和 ４年度における理事及び監事の報酬

について
第 5号議案　定款の一部変更について
第 6号議案　役員の選任について
第 7号議案　役員退職慰労金の支給について
　報告事項　「�ＪＡバンク基本方針」の変更について
　特別決議
　　食料安全保障の確立に向けた特別決議

　

○�

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
継
続
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

拡
大
及
び
販
路
拡
大

２
．
組
織
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

組
合
員
訪
問
活
動
や
目
的
別
組
織
活
動
を
通
じ
た

組
合
員
と
の
接
点
強
化

　

○�

准
組
合
員
の
積
極
的
な
参
加
・
利
用
に
よ
る
接
点

強
化
、
意
思
反
映

　

○
正
組
合
員
及
び
女
性
組
合
員
の
拡
大
対
策

　

◯�

高
齢
者
福
祉
活
動
や
食
農
教
育
を
通
じ
た
次
世
代

育
成
と
地
域
貢
献
活
動
の
積
極
的
な
展
開

　

◯�

Ｓ
Ｄ
Ｇs

理
念
の
定
着
化
と
地
域
支
援
活
動
へ
の

反
映

　

○�

Ｊ
Ａ
の
経
営
管
理
高
度
化
に
資
す
る
役
員
研
修
と

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修
の
取
り

組
み
強
化

３
．
経
営
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

次
代
を
見
据
え
た
事
業
改
革
と
拠
点
再
編
の
着
実

な
実
施

　

○�

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
遂
行
と
Ｊ
Ａ
版
早
期

警
戒
制
度
へ
の
対
応

　

○�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
事
務
堅
確
化
、
内
部
統
制

の
強
化

　

○�

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
実
践
と
法
令
遵
守

し
た
事
業
の
取
り
組
み
と
検
証
強
化

　

○�

Ｊ
Ａ
総
合
事
業
の
継
続
展
開
・
優
位
性
発
揮
に
よ

り
、
組
合
員
の
農
業
と
く
ら
し
全
般
へ
の
貢
献

▲議案を承認する出席者

▲議長を務めた八巻正好さん㊧と駒場美千子さん

▲�事業推進功労者表彰で代表受領するモモ部
会の菱沼喜雄前会長

優
績
組
合
員
等
表
彰

◆
事
業
推
進
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
　
本
店
部
会
連
絡
協
議
会

　
　
モ
モ
部
会
　
前
協
議
会
長
　
菱
沼
喜
雄

　
　
ア
ス
パ
ラ
部
会
　
前
協
議
会
長
　
阿
部
喜
悦

　
　
リ
ン
ゴ
部
会
　
前
協
議
会
長
　
渡
辺
幸
弘

　
　
オ
ウ
ト
ウ
部
会
　
前
協
議
会
長
　
羽
田
正
宏

　
　
に
ら
部
会
　
前
協
議
会
長
　
佐
藤
俊
博

　
　
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
　
前
副
協
議
会
長
　
八
巻
栄
一

　
本
店
農
産
物
直
売
所
代
表
者
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
前
副
会
長
　
　
中
村
　
要

　
　
　
　
　
　
　
前
副
会
長
　
　
後
藤
義
昭

　
　
　
　
　
　
　
前
副
会
長
　
　
影
山
公
平

　
共
済
代
理
店
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
前
会
長
　
　
　
杉
内
岩
雄

◆
販
売
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

　
　�

菊
田
和
典
、
湯
野
川
勝
彦
、
鈴
木
茂
博
、

　
　
但
木
秀
徳
、
片
平
　
聡

　
伊
達
地
区

　
　�

五
幣
治
男
、
清
野
秀
将
、
渋
谷
貞
明
、

　
　
秋
葉
　
武
、
阿
部
忠
幸

　
安
達
地
区

　
　�

菅
野
英
也
、
遠
藤
直
人
、
斎
藤
慎
也
、

　
　
渡
辺
紀
幸
、

　
　
有
限
会
社
　
馬
場
農
園

�

取
締
役
　
馬
場
亨
守

　
そ
う
ま
地
区

　
　�

林
崎
修
一
、
星
　
孝
雄
、
蛯
原
　
誠
、

　
　
林
　
　
功
、
猪
狩
嘉
隆

◆
購
買
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

　
　�

伊
藤
由
英
、
渡
辺
健
介
、
梅
宮
義
昭
、

　
　
合
同
会
社
　Farm

er

　Saitou

　
　�

代
表
社
員
　
齋
藤
　
智

　
　
株
式
会
社
　
菱
沼
農
園

　
　�

代
表
取
締
役
　
菱
沼
健
一

　
伊
達
地
区

　
　�

佐
藤
　
親
、
松
浦
道
則
、

　
　
株
式
会
社
　
蓬
田

　
　�

代
表
取
締
役
　
蓬
田
定
雄

　
　
農
事
組
合
法
人
　
や
な
が
わ
広
域
水
稲
作
組
合

�

組
合
長
理
事
　
三
浦
正
喜

　
　
農
業
生
産
法
人
　
小
坂
ア
グ
リ
　
株
式
会
社

　
　�

代
表
取
締
役
　
朽
木
勝
之

　
安
達
地
区

　
　�

鈴
木
廣
直
、
泉
　
佳
男
、
白
旗
善
春
、

　
　
大
波
幸
一

　
　
有
限
会
社
　
ス
ズ
キ
ノ
ウ
チ
ク

　
　�

代
表
取
締
役
　
鈴
木
敬
子

　
そ
う
ま
地
区

　
　�

只
野
智
由
、　
伊
東
宏
和
、

　
　
農
事
組
合
法
人
　
ド
リ
ー
ム
ア
グ
リ

　
　�

代
表
理
事
　
石
橋
浩
人

　
　
株
式
会
社
　
南
相
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

　
　�

代
表
取
締
役
　
平
田
三
男

　
　
有
限
会
社
　
恵
み
の
フ
ァ
ー
ム

　
　�

代
表
取
締
役
　
加
藤
春
男

◆
優
良
集
落
営
農
組
織
表
彰

　
福
島
地
区

　
　�

農
事
組
合
法
人
　
ヒ
ュ
ッ
テ
フ
ァ
ー
ム

　
　�

代
表
理
事
　
菅
野
泰
彦

　
伊
達
地
区

　
　
箱
崎
果
樹
共
同
防
除
組
合

　
　�

組
合
長
　
佐
々
木
春
男

　
安
達
地
区

　
　�

一
般
社
団
法
人
　
沖
田
集
落

　
　�

代
表
理
事
　
武
藤
喜
一

　
そ
う
ま
地
区

　
　�

合
同
会
社
　
岩
子
フ
ァ
ー
ム

　
　�

代
表
社
員
　
菅
野
美
男
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こ
の
度
、
第
７
回
通
常
総
代
会
に
よ
り
理
事
と
し
て

選
任
し
、
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
専
務
を
仰
せ
つ

か
る
こ
と
に
な
り
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
未
だ
終
息
が
つ
か
ず
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
変
え
、

社
会
・
経
済
・
農
業
分
野
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
お

り
ま
す
。
早
期
に
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
、
穏
や
か
な
日

常
生
活
が
取
り
戻
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
第
３
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
が
策

定
さ
れ
、
三
つ
の
基
本
戦
略
「
地
域
農
業
振
興
戦
略
」・「
組

織
基
盤
強
化
戦
略
」・「
経
営
基
盤
強
化
戦
略
」
こ
れ
ら

を
実
践
す
る
役
職
員
育
成
に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
風
通
し
の
良
い
職
場
」
さ
ら
に
は
、
求
め
ら
れ
る
職

員
像
を
「
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来　

人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
実
践
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
を
は
じ

め
利
用
者
の
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
地
域
貢
献
に

誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
農
業
を
取
巻
く
環
境
も
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
Ｊ
Ａ
の
舵
取
り
が
問
わ
れ
る
時
期
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
等

ま
た
国
外
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
肥
料
・
燃
油
の
高
騰
な
ど
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

我
々
農
業
者
は
国
民
の
食
料
を
守
り
、
ひ
い
て
は
豊
か

な
農
村
社
会
を
懸
命
に
守
り
続
け
て
来
た
者
達
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
農
業
を
守
る
為
、消
費
者
に
農
業
・

農
村
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
頂
き
、
農
業
の
再
生
産

が
可
能
な
価
格
帯
で
の
取
引
を
醸
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
収
益
部
門
で
あ
る
信
用
・
共
済
事
業

に
つ
い
て
終
わ
り
の
見
え
な
い
低
金
利
政
策
に
よ
る
利
鞘

の
縮
小
、
加
え
て
少
子
化
に
よ
る
共
済
加
入
者
の
減
少
に

伴
い
厳
し
い
事
業
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
一
層
の
農
村
還
元
融
資
の
伸
長
と
組
合
員
の
保
障
拡

大
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
変
化
し
続
け
る
経
営
環
境
に
応

え
る
財
務
体
質
を
構
築
し
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
力

を
注
い
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
方
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
代
表
理
事
専
務
（
営
農
経

済
柤
当
）
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
消
費
の
低
迷
、
労

働
力
不
足
に
よ
る
生
産
の
遅
れ
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
原
油
の
大
幅
な
価
格
上
昇
か
ら
、

燃
料
費
・
運
送
経
費
の
高
騰
、
石
油
関
連
の
生
産
資
材
・

農
薬
・
肥
料
の
値
上
げ
等
農
業
経
営
に
多
大
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
営
農
支
援
を
充
実
さ
せ
、
持

続
的
な
農
業
経
営
に
対
し
Ｊ
Ａ
の
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
必
要
性
を
よ
り
強
く
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
総
代
会
で
、
ご
承
認
賜
り
ま
し
た
事
業
計
画
の

達
成
に
向
け
営
農
指
導
体
制
の
充
実
、
農
産
物
販
売
の
強

化
、
購
買
品
供
給
価
格
の
安
定
化
、
介
護
福
祉
事
業
の
充

実
等
の
事
業
継
続
と
共
に
、
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
農

業
経
営
基
盤
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
震
災
復
興
も
ま
だ
道
半
ば
の
状
況
で
あ
り
、

営
農
再
開
に
向
け
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
組
合
員
を
は
じ
め
利
用
者
の
方
々
へ
の
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ａ
事
業

へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

代
表
理
事
専
務

（
総
務
担
当
）

三
津
間　

一
八

代
表
理
事
専
務

（
金
融
共
済
担
当
）

濱
田　

賢
次

代
表
理
事
専
務

（
営
農
経
済
担
当
）

佐
久
間　

英
明

代
表
理
事
組
合
長

　
　

数　

又　

清　

市

　

ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合
が

誕
生
し
7
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
組
合
員
の
皆

様
方
を
は
じ
め
、
ご
利
用
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
一
定
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

出
来
、
第
7
回
の
通
常
総
代
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
総

代
会
は
3
月
に
ご
就
任
を
頂
き
ま
し

た
書
面
決
議
を
含
め
９
８
８
名
の
新

総
代
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜
り
開
催

致
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
心
か

ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

こ
2
ヵ
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
観
点
か
ら
地

区
別
に
本
人
出
席
を
制
限
し
た
形
で
の

総
代
会
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
総
代
会
開
催
後
の
第
3
回

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事

組
合
長
に
ご
推
挙
を
賜
り
就
任
致
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
第
3
期
3
ヵ
年(

令
和
4

～
6
年
度)

に
あ
た
り
、
中
期
経
営

計
画
書
「
第
3
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
「
地
域
農
業
振
興
計
画
書
」

を
策
定
し
、「
ど
真
ん
中
に“
食
と
農
”、

次
代
に
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
地
域
農
業
振

興
戦
略
」「
組
織
基
盤
強
化
戦
略
」「
経

営
基
盤
強
化
戦
略
」
を
柱
と
し
た
不

断
の
自
己
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
管
内
農
業
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た

め
、
新
規
就
農
者
・
中
核
的
担
い
手

育
成
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来

“
の
れ
ん
分
け
方
式
”」
に
よ
る
高
い

技
術
継
承
と
併
せ
て
組
合
員
、
地
域

皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
賑
わ
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
、
営
農
再
開
地
域
に

お
け
る
更
な
る
復
興
、
地
域
農
業
へ

の
貢
献
を
通
じ
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来

版
成
長
と
分
配
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
情
勢
が
不
安
定
化
す

る
中
で
農
業
関
連
資
材
等
高
騰
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
少
し
で
も
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
国

内
で
生
産
で
き
る
も
の
は
国
内
で
生

産
消
費
す
る
食
料
自
給
率
の
向
上
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

代表理事
あいさつ
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役
員
紹
介

地区役員代表（組織経営委員会）

そうま地区役員代表

髙木　正勝
安達地区役員代表

菅野　寿雄
伊達地区役員代表

深谷　元雄
福島地区役員代表

伊藤　壮一
常任監事

須田　晃一

常任監事

常任監事

佐藤　吉徳

営農経済委員

（そうま）

蛯原　宏之
（そうま）

濱名　恒幸
（そうま）

荒　勇一郎
（そうま）

半谷　善弘

金融共済委員

（そうま）

堀　千夏子
（そうま）

佐伯　利昭
（安達）

遠藤　和明
（安達）

佐藤　運喜

副委員長（そうま）

石井　保夫

金融共済委員

委員長（伊達）

関根　隆夫

（安達）

根本　久永

監事

（福島）

菅野　善晴

組織経営委員

（伊達）

石上　一成
（福島）

横江　修司
（伊達）

津田　哲夫
副委員長（福島）

紺賴　純子
（福島）

鈴木　俊夫
委員長（安達）

丹野　正徳

営農経済委員

（安達）

菅原　ハル子
（伊達）

齋藤　ミドリ
（安達）

菅野　治正
（伊達）

阿部　　亨
（安達）

佐藤　政隆
（伊達）

佐藤　善市郎

金融共済委員

（安達）

安田　賢太郎
（福島）

渡邉　浩子
（伊達）

船山　勝彦
（福島）

菅野　朝夫
（伊達）

吉田　浩重
（福島）

永澤　信弘

監事

員外監事

西村　洋一
員外監事

鈴木　洋敬
（そうま）

野地　健一

組織経営委員

（そうま）

半谷　眞知子
（安達）

遠藤　和子
（そうま）

羽根田　智正
（安達）

安齋　雅由
（そうま）

高野　邦弘
（伊達）

鈴木　惠子

営農経済委員

（福島）

石田　仁一
（福島）

野地　弘人
（福島）

末永　喜広
副委員長（安達）

石川　重彦
（福島）

高橋　　稔
委員長（伊達）

佐藤　廣武

常務理事代表監事

大橋　新一
常務理事（企画担当）

加藤　光一
常務理事（金融共済担当）代表監事

佐藤　博元
常務理事（総務コンプライアンス担当）

須田　淳一
常務理事（営農経済復興担当）

西　　幸夫
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vol.

17

豚ひき肉 ･･･････････････ 430g
タマネギ ･･･････････････1/2個
　パン粉 ･････････････大さじ2
　牛乳 ･･･････････････大さじ1
　溶き卵 ････････････････１個
　酒 ･････････････････大さじ2
　片栗粉 ･････････････大さじ2
　塩 ･･･････････････小さじ1/2
　コショウ ･･････････････適量
　ニンニクチューブ･････大さじ1
ミニトマト ･････････････ 20個
片栗粉 ･･････････････････適量
パン粉 ･･････････････････適量

材料（4人分）

　橘さんは1987年から水耕栽培のミニトマトを栽培しています。当時と変

わらない栽培方法でハウス８棟30aを栽培しており、他にもキュウリやコメ

の栽培もしています。また、作業の合間には一輪車に乗るなど多趣味な一

面もあります。

J-

F
A
P

ふ
く
し
ま
魅
力
発
見

Ｊ-ＦＡＰとは？

みづき

Ｊ-ＦＡＰ

橘さん、いつもおいしいミニトマトを
栽培していただきありがとうござい
ます。

YouTube「みらいろチャンネル」

★農家におじゃまします！
★J-FAPクッキング
動画公開中！ご覧ください。

伊達市梁川町でミニトマトを
栽培している橘敏昭さんに旬
のミニトマトの魅力を聞いてき
ました。

熱々でジューシー！
揚げないミニトマトの
メンチカツ

作り方

❶タマネギ１/２をみじん切りにします。

❷豚ひき肉に❶とＡを入れてよくこねます。

❸ミニトマトはよく洗って適量の片栗粉をまぶし、

❷で包み丸めます。

❹❸に適量のパン粉をまぶします。

❺230度に余熱したオーブンで15分焼きます。

Ｊ-ＦＡＰポイント★
ミニトマトにはビタミンＣが多
く含まれており、ウイルスへ
の免疫力を上げた
り、血管、皮膚、
骨を強くする効果
もあります！

ＪＡふくしま未来の職員で構成
されたＰＲチーム。
「ＪＡふくしま未来農産物ＰＲ」
という意味の英語
「 JA  F u k u s h i m a  M i r a i  
A g r i c u l t u r a l P r o d u c t s  
PublicRelations」が由来です。

管内の農産物の魅力をお届け
する中で、生産者や消費者と良
好な関係づくりを目指していき
ます！

Ａ

今年の生育状況はどうですか？

今年は天気が良く、夜が寒い日が続いているので、甘いミニトマトが収穫できる
と思います。

ミニトマト栽培に対す
るこだわりを教えてく
ださい。

栽培当初から水耕栽
培を続けており、毎
年、新しい水に変え
ています。常に新し
い環境に根が張って
いるので、順調に
育っています。

消費者の皆さんに一言お願いします。

これからおいしいミニトマトが収穫できるの

で多くの方々に食べていただきたいです。

おいしいミニトマトの見分け方を教えて

ください。

赤く色づいており、弾力のあるものが新鮮

なのでオススメです。

J-FAP
クッキング
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５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2022

5-6
month

ト
ピ
ッ
ク
ス

T
O
P
I
C
S

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
贈
呈
し
た
の
は
、

管
内
か
ら
出
荷
す
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
中

で
も
約
８
割
を
占
め
る
主
力
品
種
「
佐

藤
錦
」。
内
堀
知
事
ら
に
手
渡
し
し
て

今
年
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
来
栄
え
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
今
年
は
被
害

な
ど
も
少
な
く
、
非
常
に
良
い
サ
ク
ラ

ン
ボ
が
出
来
た
」
と
内
堀
知
事
に
報
告

し
ま
し
た
。
内
堀
知
事
は
「
今
後
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
い
、
福
島

に
も
お
い
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
５
月
29
日
か
ら
早
生
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

27
日
、
福
島
地
区
お
う
と
う
専
門
部
会

は
収
穫
指
導
会
を
開
き
、
部
会
員
ら
が

生
育
状
況
や
販
売
情
勢
、
収
穫
基
準
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
に
は
、
福
島
県
庁
を
訪
れ
、

福
島
県
の
内
堀
雅
雄
知
事
、
県
北
農
林

事
務
所
の
家
久
来
克
幸
所
長
、
福
島
県

農
林
水
産
部
の
安
田
宏
幸
部
長
を
表
敬

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
今
年
度
に
入
っ
て

か
ら
計
４
回
も
の
降
雹
被
害
を
受
け
て

お
り
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
６
日
、
福
島
県
福
島
市
の

Ｊ
Ａ
本
店
で
緊
急
の
降
雹
対
策
本
部
を

設
置
。
９
日
に
は
本
店
前
に
看
板
を
立

て
、
降
雹
被
害
に
遭
っ
た
農
作
物
の
支

援
を
し
ま
す
。

　

11
日
に
は
、
降
雹
被
害
の
状
況
を
現

地
に
て
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
に
は
、

数
又
清
市
組
合
長
を
始
め
と
す
る
Ｊ
Ａ

対
策
本
部
設
置・現
地
視
察

降
雹
被
害

対
策

▲�規格を確認する生産者ら

▲�内堀知事へサクランボを手渡しする
数又組合長（左から３番目）

▲�リモート会議で開いた共販推進会議
▲�バケツに苗を植え児童たち

▲�現地視察で降雹被害を説明する数又組合長㊨

▲�看板を設置する数又組合長ら� �
（左から２番目）

各
地
で
贈
呈・指
導
会
開
催

サ
ク
ラ
ン
ボ

旬
迎
え
る

　

福
島
地
区
本
部
は
、
福
島
市
立
南
向

台
小
学
校
で
バ
ケ
ツ
稲
体
験
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

　

南
向
台
小
学
校
５
年
生
17
人
が
参
加

し
、
福
島
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の
藤
野

喜
幸
セ
ン
タ
ー
長
、
緑
川
幹
隆
さ
ん
、

堀
江
茂
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
藤
野
セ
ン
タ
ー
長
が
米
作
り
の

１
年
間
の
流
れ
を
指
導
。
そ
の
後
、
緑

川
さ
ん
が
バ
ケ
ツ
稲
の
作
業
を
教
え
ま

泥
だ
ら
け
で
バ
ケ
ツ
稲
体
験

南
向
台
小
学
校

食
育

「
魅
力
増
す
農
業
」の
実
現

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
青
果

物・花
き
共
販
推
進
会
議

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
青
果
物
・
花
き
共
販
推

進
会
議
を
７
会
場
で
の
リ
モ
ー
ト
会
議

で
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
代
表
者

や
市
場
・
流
通
関
係
者
な
ど
80
人
が
出

席
。
果
実
・
野
菜
・
花
き
に
お
い
て
、

販
売
計
画
達
成
に
向
け
て
、
関
係
者
一

同
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
キ
ュ
ウ
リ
や

花
き
な
ど
基
幹
品
目
に
お
い
て
新
規
栽

培
者
が
増
え
て
い
て
、
大
き
な
希
望
が

も
て
る
。
営
農
技
術
向
上
や
農
業
経
営

発
展
の
た
め
し
っ
か
り
体
制
を
構
築
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
学
校
教
育
支
援
事
業「
花
育
」

は
、
Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流
全
国
協
議
会

主
催
の
第
３
回
「
Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流

優
良
活
動
事
例
表
彰
」
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
、

児
童
の
心
の
ケ
ア
、
農
業
へ
の
理
解
・

関
心
を
深
め
る
た
め
「
花
育
授
業
」
を

ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
動
画
配

信
を
取
り
入
れ
工
夫
し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
児
童
は
11
年

間
累
計
で
約
１
万
５
千
人
に
上
り
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
本
店
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
Ｊ

Ａ
全
中
の
立
川
満
さ
ん
が
数
又
清
市
組

合
長
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

5月

6月6月9日5月26日

　

重
点
市
場
６
社
か
ら
は
「
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
の
期
待
が
大
き
い
。
詳
し
い
正
確

な
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」「
産
地

に
負
け
な
い
売
り
場
作
り
を
し
て
い
く
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。
児
童
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
田
植
え
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

飯
舘
村
で
避
難
指
示
解
除
後
に
村
内

で
畜
産
を
再
開
し
た
佐
藤
一
郎
さ
ん

（
61
）
は
、
震
災
前
よ
り
繁
殖
を
中
心

に
飯
舘
牛
を
飼
育
、
出
荷
し
て
お
り
、

現
在
、
繁
殖
牛
63
頭
、
肥
育
牛
２
頭
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

飯
舘
牛
が
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
復
活

す
る
た
め
に
は
、
現
在
肥
育
農
家
が
い

な
い
こ
と
、
震
災
後
か
ら
加
工
施
設
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
村
の
支
援
な
ど

を
受
け
な
が
ら
肥
育
に
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、

村
と
連
携
し
な
が
ら
さ
ら
に
肥
育
の
素

牛
と
な
る
飯
舘
牛
の
飼
育
頭
数
を
増
や

し
て
飯
舘
牛
を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
牛
復

活
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

「
花
育
」最
優
秀
賞
受
賞

Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流

優
良
事
例
表
彰

飯
舘
村
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

「
飯
舘
牛
」

復
活
へ
一
歩

▲�飯舘牛の復活に尽力する佐藤さん

▲�立川さん（右から２番目）から賞状を受け取る
数又組合長（左から２番目）

5月25日

5月24日

役
職
員
と
農
林
水
産
省
、
東
北
農
政
局

福
島
支
局
、
福
島
県
農
林
水
産
部
、
県

北
農
林
事
務
所
、
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
、

伊
達
果
実
農
業
協
同
組
合
な
ど
が
同
行

し
ま
し
た
。

　

伊
達
市
、
福
島
市
を
中
心
に
、
特
に

被
害
の
大
き
い
園
地
を
訪
れ
、
詳
し
い

被
害
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
数
又
組

合
長
は
「
行
政
や
県
と
一
致
団
結
し
、

早
急
に
支
援
を
し
て
い
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

管
内
で
の
被
害
額
は
７
億
円
を
超
え
、

主
に
梨
、
桃
、
り
ん
ご
、
柿
な
ど
の
果

樹
へ
の
被
害
が
甚
大
で
す
。
伊
達
市
月

舘
町
は
特
に
深
刻
で
、
２
㌢
ほ
ど
の
大

粒
の
降
雹
に
よ
り
、
９
割
以
上
の
ほ
場

が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
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女性部に関するお問い合わせは右記へお願いします。　総務部地域支援課 TEL024-573-1004　福島地区地域支援課 TEL024-554-5511

　９支部327人で活動しています。新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、総合支部全体で
の活動が出来ていませんが、その分各支部の活
動、中でも目的別グループ活動が盛んです。全
体で41グループ延べ参加人数440人と沢山の
グループがあり、それぞれ楽しい時間を過ごし
ています。 
　昨年の福島地区開催の家の光大会では「家
の光目的別グループ表彰」で３グループが優
秀賞を受賞する事ができ、一層活動に活気が
出て来ました。今後は、例年通りの総合支部全
体での活動が出来るようになる事を部員全員
楽しみにしています。

福島南総合支部

　４支部、フレッシュミズ１支部の112人で活動しています。新
型コロナウイルス感染症の影響で、吾妻総合支部としての活
動はできていませんが、各支部内の目的別グループを中心に
活動に取り組んでいます。
　庭坂支部ではスマホ教室を開催。ドコモショップの担当者を
講師に迎え、テキストに沿ってスマホのデモ機を活用して学び
ました。
　野田支部では「花笑み（はなえみ）」の文集を作りました。「震
災から10年を振り返って」を題に、震災当時の想いや女性部活
動の魅力、現在の取り組みなど写真やイラストを使って約50
ページの冊子に仕上げました。部員たちの気持ちのこもった１
冊となりました。
　庭塚こがねクラブは、月２回、様々な作品作りを行っていま
す。新聞紙のエコバックは制作後、直売所の来店客に配布しま
した。
　その他、ＪＡ吾妻レクダンス、ポピー体操クラブ、太極拳クラ
ブ、合唱団ペアー、庭塚手芸クラブなど様々な団体が楽しく活
動しています。

吾妻総合支部

Shine
! W

omen's Cl
ub

輝
け
！
女
性
部

Vol .05

福島地区本部
西部エリア

J
A
福
島
女
性
部
協
議
会
は
創
立
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
、J
A
ふ
く
し
ま
未
来
の

各
地
区
で
活
躍
す
る
、女
性
部
の
皆
さ
ん
と
、活
動

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

◆
将
来
展
望

　

現
在
所
持
し
て
い
る
農
機
具
が
老
朽

化
し
、
思
う
よ
う
に
作
業
を
進
め
ら
れ

な
い
の
が
現
在
の
課
題
で
す
。
新
し
い

農
機
具
や
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
を

導
入
し
て
受
託
作
業
を
拡
大
し
て
い
き
、

最
終
的
に
は
法
人
化
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。
水
稲
だ
け
で
な
く
遊
休
農
地
に

ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
の
栽
培
に
も
挑
戦
し

魅
力
あ
る
農
業
を
展
開
し
農
業
経
営
の

改
善
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
本
宮
市
は
中
通
り
の
中
部
に
位
置
し
、
近
年
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王

子
が
訪
れ
た
「
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
」
が
公
共
施
設
と
し
て
大

人
気
で
す
。
今
回
は
瀬
樋
内
地
区
で
活
動
し
て
い
る
新
瀬
樋
内
営
農
組
合
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

新
瀬
樋
内
営
農
組
合

新瀬樋内営農組合の皆さん

地域の整備改善から農業を支える

◆
設
立
経
過

　

元
々
瀬
樋
内
営
農
組
合
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
と
し
て
の
活

動
は
少
な
く
、各
個
人
農
家
と
し
て
生
産・

栽
培
を
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
進
む

に
つ
れ
て
本
宮
市
平
井
・
瀬
樋
内
・
小

幡
周
辺
地
区
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
若
者
の
農

業
離
れ
が
深
刻
化
し
て
い
き
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
感
じ
た
地
元
地
権
者
82

人
が
農
業
の
振
興
と
農
業
経
営
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
27
年

12
月
16
日
に
「
新
瀬
樋
内
営
農
組
合
」

と
し
て
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。

◆
運
営
状
況

　

瀬
樋
内
地
区
に
は
新
瀬
樋
内
営
農
組

合
・
瀬
樋
内
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
・

瀬
樋
内
育
苗
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
の
３

組
織
が
あ
り
、
苗
作
り
か
ら
米
の
出
荷

ま
で
個
々
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
瀬

樋
内
営
農
組
合
で
は
、
組
合
長
の
遠
藤　

実
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
権
者
80
人

で
基
盤
整
備
な
ど
を
請
け
負
っ
て
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
主
に
農
地
周
辺
及
び

溜
池
堤
防
農
道
等
の
草
刈
り
水
路
の
土

砂
払
い
等
を
行
い
経
営
環
境
の
改
善
を

行
っ
て
い
ま
す
。

花壇作りの様子
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キュウリ 培 講 座栽ナシ 培 講 座栽

　台風など気象災害の発生が懸念されますので、早め
の湿害・風害対策を実施しましょう。また、病害虫の
発生も多くなってきていますので、予防散布を中心に
防除を徹底しましょう。

【湿害・風害対策】
〇�水が溜まりやすいほ場は、明きょなど排水対策を改
めて確認しましょう。
〇�強風による枝・果実のスレを防ぐため、垂れている
枝はしっかり誘引しておきましょう。
〇�不良果（スレ果、短形果、先細果、曲がり果など）
は積極的に摘果を行い、樹への負担を減らし、樹勢
回復を図りましょう。
〇�降雨により病害の発生が助長されるので、散布ムラ
がないよう葉裏までしっかり散布して下さい。

【病害対策】
　葉が混んでいると湿度が抜けず、病気の蔓延を助長
するので、病害葉・黄変葉・傷みの激しい葉を中心に
摘葉を行い通気性を良くしましょう。
〇うどんこ病…葉表に白い粉を生じます。
〇斑点細菌病…�葉に水浸状角形病斑、果実はへこみ、

黄褐色のヤニが生じます。
〇べ　と　病…�葉脈に区切られた多角形の病斑を生じ

ます。
〇褐　斑　病…�淡褐色（小型）、円形・綿毛状かび（大

型）。
〇炭　そ　病…�周辺が褐色、内部が淡色の病斑を生じ、

中心破れやすい。降雨・ドロはね等で
被害が拡大します。

〇黒　星　病…�比較的低温・多湿条件で多発します。�
果実では初め暗緑色の円形斑点を形成
し、のちに褐変してへこみ、すす状のカ
ビを生じます。若葉や若い茎では初め
湿閏状となりヤニを生じます。後に淡
褐色～褐色となって枯れ表面に黒いす
す状のカビを生じます。

〇つる枯病…�茎では主に地際部が色あせ、後に灰色
カサブタ状となり、その上に黒色の小
粒を生じます。葉では、葉脈に囲まれ
たくさび型病斑、円形大型病斑となり
ます。症状が進むと病斑が発生した先
が枯死するため、多発すると被害が大
きくなります。

【害虫対策】
　ほ場周辺の雑草除去や残渣（整理した葉や茎など）
は放置せずほ場外へ持ち出すなど、発生源の密度を下
げるように心掛けましょう。
〇�ハダニ類・アザミウマ類・コナジラミ類は地面に近
い葉裏に多く発生します。
〇アブラムシ類は生長点付近に多く発生します。
　�⇒それぞれ、多発しやすい場所に薬剤がしっかりと
かかるように散布しましょう。

※�農薬を使用する際は、使用基準（適用作物・使用量・
濃度・使用時期・使用回数・使用方法など）をよく
確認の上、適正に使用しましょう。また、使用後は
忘れずに記帳しましょう。

　本年の状況として、地域・品種によって開花期の
低温の影響により結実が平年よりやや少ない園地も
あり、6月には広範囲で降雹による果実などの被害も
多数発生しました。
　また、病害虫に関しては黒星病の病斑が葉柄や果
実に見られ、今後の降雨による感染拡大が懸念され
ますので次の通り対策を行い、一果一果を大切にし、
収量確保に向けて管理作業を行いましょう。

◆降雹被害による管理作業

≪着果管理≫
・�摘果は果肉まで被害が及んでいる重度の果実を中心
に摘果しますが、果実をよく見て傷の程度が軽い果
実は残し、必要着果量の確保を優先して下さい。� �
葉、新梢、果実の被害が大きく損傷が激しい場合は、
樹の負担を軽くするため損傷程度の重い果実を優先
して摘果しましょう。
・�極端に着果量を減らすと強樹勢となるので、被害程
度が軽い場合は軽傷の果実を残し適した樹勢の維持
に努めて下さい。� �
なお、追肥については樹が強勢となり樹勢のコント
ロールが困難になるので控えて下さい。

◆新梢管理
　新梢の発生が多い場合は、主枝・亜主枝の背面か
ら発生した徒長枝や側枝の切り口部から発生した不
定芽新梢で上向きのもの等をせん除し、日当たりを
確保しましょう。
 注意 　�主枝等からの新梢の発生が少ない場合は、側枝

更新用のため側面から発生した新梢を１本確保
してください。また、過度なせん除は樹勢低下
を招く恐れがありますので注意して下さい。

◆【病害対策】
〇黒星病
　�　果そう基部病斑、発病葉、発病果実の除去。病
斑をそのままにすると二次感染につながるため見

つけ次第せん除し、密度低下と二次伝染を防ぎます。
病斑は園外で処分しましょう。農薬散布は雨前を
基本とし多発が予想される場合は、梅雨明けまで
７日間隔で散布を実施しましょう。SS散布の際は
速度を落とすなど散布死角やムラが生じないよう
にして下さい。また、立ち枝（予備枝・新梢）の
先端まで十分な薬量を散布すること。

【害虫対策】
〇ナシヒメシンクイ
　�　後半の世代ではナシ果実への寄生が増加するため、
例年ナシの果実被害が多い地域では発生に注意し
防除を行いましょう。
〇カメムシ類
　�　園地内への飛び込みをよく観察し、多数の飛来
が見られる場合は速やかに防除を行いましょう。

《黒星病の病斑》

◎�福島地区吾妻営農センター斎藤大史、そうま地区本部
営農経済課酒井大輔が監修しました。

◎�伊達地区本部営農経済課菅野寿樹、安達地区本部営農
経済課稲場善裕が監修しました。

うどんこ病 べと病

褐斑病 炭そ病

病害虫
防除特集

【果そう基部病斑】

【発病果実】【発病葉】

【葉柄部の病斑】
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せり情報

販 売 情 報

和牛せり市場
乳牛せり市場
ワンポイントアドバイス

　牛は、暑さが苦手です。暑さによっ
て、食欲減退による子牛出荷体重の減
少や繁殖牛の受胎率の低下などを引き
起こすので、夏場の管理において大切
なのは、牛舎内の風通しと飲水の確保
です。水飲み場やウォーターカップの
中をきれいにし、新鮮で冷たい水が飲
めるようにして、母牛と子牛に暑熱ス
トレスを与えないようにしましょう。
　これからの時期になると、暑さで牛
が熱中症になる場合がありますので、
タオルを水で濡らし、首にかけてあげ
るだけでも熱中症対策になりますの
で、管理には気を付けましょう。

牛舎の換気は大丈夫ですか。

Check！

■ＪＡふくしま未来実績（開催日　6月7日・8日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 75 75 627,674 1,203,400 388,300 300 2,072 303 644,546 -16,872
去 105 105 703,926 1,238,600 35,200 318 2,214 285 810,897 -106,971
計 180 180 672,155 1,238,600 35,200 311 2,161 292 734,338 -62,183

■福島県家畜市場（開催日　6月7日・8日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 324 319 625,300 1,269,400 311,300 296 2,110 288 650,050 -24,750
去 460 457 711,339 1,238,600 35,200 323 2,205 283 796,876 -85,537
計 784 776 675,970 1,269,400 35,200 312 2,168 285 735,322 -59,352

■乳牛せり市場（開催日　6月21日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 1 94,600 94,600 94,600 - - - 94,600
Ｅ Ｔ 和 雌 8 430,375 495,000 308,000 96 4,477 531,575 -101,200
Ｅ Ｔ 和 雄 4 519,200 576,400 478,500 92 5,658 498,850 20,350
乳  雌  牛 1 83,600 83,600 83,600 64 1,307 - 83,600
乳　 雄　 牛 21 141,953 202,400 23,100 84 1,693 91,251 50,702
Ｆ１雌（スモール） 44 195,900 250,800 139,700 75 2,613 165,321 30,579
Ｆ１雄（スモール） 39 258,275 323,400 169,400 81 3,202 187,074 71,201

JAの
農業振興支援事業を活用

JAでは、2億円の予算を確保し、農業振興支援に取り組んでいます。
事業を活用し農業所得が上がった事例を紹介します。

優良事例

伊達地区
栽培品目・面積

春菊生産者
春菊　20a

農業所得
アップ⬆
優良事例

取り組み前年対比（％） 販売数量：113.6％、販売額(合計)：116.8％
項　　　　　　目 内　　　　　容
活用した支援事業 JA農業振興支援事業

事業活用前の課題 ほ場整備がされていないことから作業がしづらく、機械侵入も出来ませんでした。

取 り 組 ん だ 方 策 ほ場整備を行い、作業効率を上げ、ハウスを腰高にし機械の侵入が出来るように改善しました。
令和2年実績  販売数量・
販売金額（取組み前） 販売数量：2,364kg　販売金額1,516,011円

令和3年実績  販売数量・
販売金額（取組み後） 販売数量：2,685kg　販売金額1,771,204円

取り組み後の成果 作業効率化に伴い、行き届いた管理作業や需要期出荷による有利販売が可能となりました。

農 家 コ メ ン ト 作業効率化に伴い、労力及びストレス軽減化が実現出来ています。

担 当 営 農 指 導 員
コ メ ン ト

今後、更なる省力化及び高品質生産出荷による所得向上に向けた巡回指導、情報提供を実施してい
きたいです。

ふくしま未来ふくしま未来熱中症予防強化月間！熱中症予防強化月間！展開中展開中

農作業中の熱中症による死亡事故の事例（農林水産省ＨＰ参考）

畑で作業中、熱中症で死亡（70代男性）
　７月某日午後、畑で耕うん作業をしていた70代男性が倒れているところを家族
が発見し、その後死亡が確認されました。当日は晴天で、最高気温35°Cを記録す
る猛暑日であり、午前の段階から30°Cを超えていましたが、男性は朝から作業を
続けておりました。

熱中症は他人事ではありません！熱中症は他人事ではありません！
基本的な対策ポイントを守り、農作業安全を心がけましょう！基本的な対策ポイントを守り、農作業安全を心がけましょう！

❶ 日中の気温の高い時間帯を外して作業を行って下さい。
❷ 休憩をこまめにとり、作業時間を短くするようにして下さい。
❸ �高温多湿の日や照り返しの強い日は身体作業強度が高い作業はできる限り避けるよ

うにして下さい。
❹ �のどの渇きを感じる前に、水分をこまめに摂取し、汗で失われた水分を十分に補給し

て下さい。
❺ 帽子の着用や、汗を発散しやすい服装をして下さい。
❻ �作業場所には、日よけを設ける等、できるだけ日陰で作業をするようにして下さい。
❼ 屋内では風通しをよくし、換気に努めて下さい。
❽ �台風等の発生や作物の生育状態によって、暑いときでも作業を進めなければいけない

ことがあります。そのような場合には、特に体調の変化等に気をつけて下さい。
❾ �作業はできる限り２人以上で行うとともに、万が一に備える観点からも、携帯電話を

必ず身につけておくようにして下さい。また、緊急連絡先も登録しておいて下さい。

基本的な対策ポイント

農作業中の熱中症による死亡事故の事例（農林水産省ＨＰ参考）
畑で作業中、熱中症で死亡（70代男性）
　７月某日午後、畑で耕うん作業をしていた70代男性が倒れているところを家族が発見し、その後死
亡が確認されました。当日は晴天で、最高気温35℃を記録する猛暑日であり、午前の段階から30℃を
超えていましたが、男性は朝から作業を続けておりました。

この考えが危ないわたしなら
できる

熱中症に注意！

暑いけど
あと20分で終わる
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▲休日は小学生の娘さんと家庭菜園 ▲枝切りをする貴美子さん

▲高所作業車を使う貴美子さん

　
夫
が
家
業
で
あ
る
農
業
を
継
い
だ
こ

と
を
き
っ
か
け
に
約
５
年
前
に
就
農
し

ま
し
た
。
元
々
、
夫
は
転
勤
が
多
く
全

国
を
転
々
と
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
子
供
た
ち
の
進
学
や
転
勤
で

福
島
に
戻
っ
て
く
る
な
ど
様
々
な
タ
イ

ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
農
家
と
し
て
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
義
父
母
を
中
心
に
家
族
で
協

力
し
、
桃
２
ha
、
柿
10
ａ
、
水
稲
20
ａ

を
栽
培
し
て
い
て
、
Ｊ
Ａ
や
直
売
所
な

ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
桃
は
個
人
で

も
販
売
し
て
い
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
６
月
時
点
で
既
に
た
く
さ
ん
の
予
約

の
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
義
父

母
の
代
か
ら
毎
年
注
文
を
い
た
だ
い
て

い
る
常
連
の
消
費
者
も
多
い
の
で
、
そ

う
い
っ
た
繋
が
り
も
大
切
に
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
自
分
た
ち
の
代
か
ら
の
フ
ァ
ン

も
増
や
し
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　「
今
ま
で
食
べ
た
中
で
一
番
お
い
し

い
」「
ま
た
注
文
し
た
い
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
消
費
者
か
ら
直
接
お

褒
め
の
言
葉
を
も
ら
う
時
が
一
番
嬉
し

い
瞬
間
で
す
。

　
ラ
ジ
オ
を
流
し
て
農
作
業
を
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が

ら
の
方
が
作
業
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
笑
顔

を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
日
々
の

楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
料
理
を
す
る
こ
と
が
息
抜
き
に
も
な

り
ま
す
。レ
シ
ピ
サ
イ
ト
を
見
な
が
ら
、

普
段
食
べ
な
い
よ
う
な
料
理
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
最
近

は
高
校
生
の
娘
が
料
理
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
子
供
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
る
こ
と

が
で
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培

も
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
収

穫
シ
ー
ズ
ン
が
桃
の
次
に
や
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

し
て
少
し
ず
つ
始
め
て
み
よ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
今
は
基
盤
を
固
め
る

こ
と
が
第
一
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
農
業
を
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
義
父
母
の
農
を
受
け
継
ぎ
、
生
産

状
況
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

基
盤
を
固
め

「
お
い
し
い
」
を
届
け
る

農
を
守
り

受
け
継
い
で
い
く

先
代
か
ら
の
農
を
守
り
、

繋
が
り
を
深
め
て
い
く

プロフィール

伊達市保原町

枝並　貴美子さん（46歳）

えだなみ　　　き　み　こ

のうぎょう じょし

17　
vol.

農業で活躍する女性を紹介
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清野 八智子さん（伊達市保原町） 橘 美知子さん（伊達市梁川町）

加藤 洋子さん（二本松市） 佐藤 久子さん（二本松市） 五賀 友子さん（南相馬市鹿島区） 但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区）

佐藤 静子さん（伊達市保原町）今村 久子さん（伊達市保原町）鈴木 栄子さん（伊達市保原町）今野 廣子さん（南相馬市鹿島区） 鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）

荒 操さん（南相馬市鹿島区）野田 好子さん（伊達市保原町）山田 ひで子さん（伊達市保原町）八巻 美奈子さん（伊達市梁川町）曳地 美雪さん（伊達市梁川町）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

作品
募集中

絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは封書にて、お送りください。また、「みらいろ」
を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。応募締切は７月20日（水）必着です。
※締切に間に合わなかった方は、次月号で紹介させていただきます
短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種類をご明記ください。
〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示させていただきますので、あらかじめご了承ください。

みらいろ
作品展

（順不同）

短
歌

妻
宛
て
に
ピ
ン
ク
の
封
筒
届
き
た
る

何
事
あ
ら
ん
と
笑
顔
で
渡
す

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

飛
ん
で
き
た
に
く
き
た
か
が
蚊
一
匹

悲
鳴
の
銃
声
こ
わ
い
ミ
サ
イ
ル

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

花
求
め
あ
ち
こ
ち
め
ぐ
る
蝶
を
見
て

お
前
は
何
を
と
聞
き
た
い
な

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

防
衛
大
七
十
二
人
民
間
へ

史
上
最
多
敵
前
逃
亡

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

螺
貝
の
練
習
ひ
び
く
相
馬
の
地

草
喰
む
馬
も
り
り
し
く
見
ゆ
る

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

感
謝
で
す
子
の
命
日
に
友
が
皆

ビ
ー
ル
タ
バコ
と
墓
前
に
供
え

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

破
れ
か
け
し
古
巣
に
土
を
運
び
合
い

羽
を
休
め
る
つ
が
い
の
燕

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

五
月
雨
の
田
ん
ぼ
の
畔
に
勇
ま
し
く

菖
蒲
一
輪
揺
れ
佇
む西戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

草
取
り
も
健
や
か
な
れ
ば
楽
し
け
り

春
の
香
り
を
感
じ
な
が
ら

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

父
の
日
に
五
文
字
言
葉
が
添
え
ら
れ
し

浜
名
湖
う
な
ぎ
届
き
胸
打
つ

平
田  

一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

天
高
く
ヒ
バ
リ
さ
え
ず
り
荒
地
で
は

ヨ
シ
キ
リ
鳴
い
て
田
植
伴
奏

笠
原 

富
美
子
さ
ん
（
福
島
市
）

老
い
二
人
今
日
の
日
課
を
語
り
合
い

あ
れ
も
こ
れ
も
と
残
り
日
燃
や
す

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

母
寝
か
せ
窓
に
見
上
げ
る
朧
月

今
日一日
を
終
え
し
安
ら
ぎ

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

見
た
く
な
い
毎
日
通
る
道
だ
け
ど

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
今
だ
ま
だ

中
島 

ヒ
ロ
子
さ
ん
（
相
馬
市
）

俳
句

田
植
後
の
水
面
に
写
る
白
い
雲

阿
部 

勝
香
さ
ん
（
福
島
市
）

五
月
雨
や
玄
関
マッ
ト
濡
れ
た
靴

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

花
過
ぎ
た
み
や
こ
忘
れ
に
立
夏
知
り

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

一
輪
車
老
人
ば
か
り
の
春
の
畑

永
倉 

重
子
さ
ん
（
福
島
市
）

梅
雨
時
に
ス
ト
ー
ブ
取
り
出
す
寒
さ
く
る

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

老
た
吾
伝
統
食
か
み
し
め
る

深
沢 

隆
利
さ
ん
（
桑
折
町
）

万
緑
や
散
歩
途
中
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

菊
池 

恵
子
さ
ん
（
福
島
市
）

梅
雨
季
の
降
る
雨
強
く
花
倒
る

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

健
康
に
勝
も
の
な
し
宝
な
し

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

ス
イ
カ
割
り
思
い
出
深
き
夏
休
み

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

川
柳

順
調
に
売
れ
行
き
伸
す
道
の
駅

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

つ
け
物
の
レ
パ
ト
リ
ー
は
「
家
の
光
」
か
ら

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

ア
リ
地
獄
見
て
る
と
プ
ー
チ
ン
目
に
浮
ぶ

鴨
原 

三
吉
さ
ん
（
二
本
松
市
）

同
級
生
別
れ
間
際
に
生
き
て
ろ
よ
ー

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

田
水
張
り
緑
風
呼
び
て
雲
浮
か
べ

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

父
の
日
と
好
き
だ
っ
た
ビ
ー
ル
供
え
あ
り

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

野
馬
追
い
の
さ
む
ら
い
だ
ま
し
い
相
馬
に
あ
り

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

勇
む
馬
鎮
め
て
疾
走
か
ら
す
浜

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム
せ
わ
し
い
国
技
館

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

値
上
が
り
時
腹
を
満
す
は
米
が
い
ち

丹
治 

久
次
さ
ん
（
二
本
松
市
）

お
断
り
そ
れ
で
も
勝
手
に
来
る
病

鴫
原 

美
智
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

雨
の
日
に
天
災
０
と
手
を
合
す

佐
藤 
忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

草
を
刈
る
あ
ぜ
道
の
花
み
な
可
憐

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
町
の
歴
史
を
身
に
つ
け
る

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

早
々
と
神
旗
争
奪
戦
夢
で
見
る

志
賀 

美
恵
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

神
が
あ
り
仏
も
あ
っ
て
吾
れ
が
生
き

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ゴ
ミ
の
山
ほ
っ
た
ら
か
す
と
ウ
ジ
が
湧
く

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

有
名
人
セ
ク
と
云
っ
た
だ
け
ハ
ラ
〳
〵
だ

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

や
る
気
と
は
ラ
イ
バ
ル
居
る
か
ら
ハッ
ス
ル
さ

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

す
き
野
菜
作
供
水
荒
れ
畑
気
が
向
か
ぬ

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

山
頂
に
登
っ
た
人
よ
り
撮
っ
た
人

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

拉
致
解
放
た
の
む
米
国
敵
で
不
可

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

日
米
戦
勝
っ
た
ら
産
め
増
や
せ
軍
独
裁

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

選
挙
応
援
当
選
狂
喜
女
に
だ
か
れ

デ
ク
ノ
坊
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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松川支店
伊丹 信公さんのお子さん

鹿島総合支店
多田 邦晃さん、
　　 亜紀子さんのお子さん

東大枝支店
中村 由香さんのお子さん

二本松南支店
菅野 善寿さん、
　　 珠希さんのお子さん

いつもニコニコで
元気いっぱい。

優しい子に育ってね。

ふたりの天使　
時 、々小悪魔にも
なります(*'▽')

景
けい

信
しん

くん（3歳）咲
さ

絢
あや

ちゃん（1歳）
侑
ゆ

衣
い

ちゃん（4歳） 光
ひか

莉
り

ちゃん（1歳）

結
ゆ

月
づき

ちゃん（7歳） 凪
なぎ

沙
さ

ちゃん（11ヶ月） 光
こう

汰
た

くん（1歳）

ももりんとポーズ
2人仲良く

元気に育ってね♡

未来への心をつなぐパートナー “農をはぐくみ 地域をつなぐ”　みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

食農学類
研究室探訪！

vol.
5

自己改革実践中!!
vol.52

福島の果樹で繋ぐ新たな未来

果樹園芸学研究室
WEBサイト

ブドウ園での剪定作業後に（富岡町にて） モモの摘蕾作業を実施（福島大農果樹園にて）

「ＪＡ自己改革 のぼり・ミニ旗・缶バッジ」作成

「ど真ん中に“食と農”、次代につなぐ地域づくり」
～ 不断の自己改革へさらなる挑戦 ～

　今年度から中期経営計画書「第３期みらいろプラン」が
スタートしました。
　『ど真ん中に“食と農”次代につなぐ地域づくり～不断の
自己改革へさらなる挑戦～』をメインスローガンに取り組
んでおります。今回、自己改革グッズについても刷新し、自

己改革実践中と銘打った「のぼり・ミニ旗・缶バッジ」を作
成しました。「のぼり・ミニ旗」については、各支店・事業所の
出入り口やカウンターに設置して組合員・利用者の皆さま
をお迎えしております。「缶バッジ」は職員証に付けるなど
全職員で意思統一を図っています。

　こんにちは、果樹園芸学研究室の髙田大輔です。現在、当研究室には、4 年生 4
人が在籍しております。それぞれ、モモ、ブドウ、カンキツ、ラッカセイに関する
卒業論文に取り組んでおります。すべて、福島県内外の農家圃場にお邪魔して、
農家の方々とのコミュニケーションを大事にしながら、県内の農産業に有意義な結
果が出るように邁進しております。これ以外にも、学内の果樹園では、モモとブド
ウを中心に栽培管理を学んでおります。剪定（写真左）に始まり、摘蕾（写真右）、
摘花、誘引、整枝、摘果などの様々な作業を学んでおります。収穫後には、果実や
葉などの成分分析などを実施していく予定です。果樹に関する世界を通じて、福
島の農業の躍進に繋がる人材育成を目指します。
　なお、社会人修士の学生も募集しています。ご興味ある方はご連絡ください！
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イベント情報 統一　ももまつり　　7月30日㈯～8月7日㈰

スタミナセール
（平日限定で開催）
7月 11日㈪～22日㈮ みらいフェスタ・

新茶まつり
7月 16日㈯・17日㈰
食育ソムリエ企画
7月 23日㈯・24日㈰

みらい百彩館 んめ～べ
お米詰め放題イベント
7月 9日㈯・10日㈰

ここら
豆腐・納豆の日
7月 10日㈰
こらんしょ市の日
7月 15日㈮・16日㈯
豆腐の日
7月 20日㈬

旬のフルーツまつり
7月 23日㈯・24日㈰
月末の市
7月 29日㈮～31日㈰

こらんしょ市二本松店

2022

月7

チーフ 植松 美由紀

福島県福島市南沢又字前田7-3
TEL 024-555-6641
営業時間／9：00～1７：00
（季節により営業時間が異なります）

ここら清水店

　ここら清水店は福島市南沢又にあり、地域の元気を目指して2007年にオープ
ンし、今年で15年を迎えました。
　店内には地元の生産者が栽培した新鮮なくだものや野菜、お花、お肉そして農
協牛乳などたくさんの商品を取り揃えております。

　現在旬を迎えるサクランボです。サクランボは７
月頃までが収穫時期です。サクランボは、贈答用とし
ても人気があります。保存は冷蔵庫を避け、涼しいと
ころに置いておきましょう。
　ズッキーニは、見た目はキュウリですが、カボチャ
の仲間です。ソテーやマリネにしたりカレーに入れ
たりするのもオススメですよ！
　最後はグリーンピース。豆ごはんやスープにする
と、流れ出した栄養分も逃すことなくいただけます。
豆ごはんを炊くときに、さやも一緒に入れると、風味
が増します。

直売所
ナビ

YouTube にて
チャンネル登録お願いします♪

 「みらいろチャンネル」 　　

毎週土曜日は「魚の日」 旬のひろば 旬の味覚特売市　毎週金・土・日

毎週土日は
「お米の特売」
毎週水曜日は
「牛乳の日」
7の付く日は
「納豆の日」

元気いっぱいな
スタッフが、皆
様のご来店お待
ちしております♪

　
じ
ゃ
ん
け
ん
は
、
手
指
遊
び
、
手

指
体
操
の
原
点
で
す
。
手
だ
け
で
な

く
、
足
で
も
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
を
表

現
す
る
こ
と
で
集
中
力
ア
ッ
プ
！ 

楽

し
み
な
が
ら
全
身
運
動
に
も
な
り
ま

す
。

　
ま
ず
手
指
と
足
指
で
別
々
に
グ
ー

チ
ョ
キ
パ
ー
を
出
す
練
習
を
し
ま

し
ょ
う
。
手
指
の
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー

は
慣
れ
親
し
ん
だ
動
き
で
す
が
、
繰

り
返
す
こ
と
で
指
の
関
節
の
動
き
の

確
認
に
も
な
り
、
ま
た
、
動
き
が
滑

ら
か
に
な
り
ま
す
。

　
足
指
は
図
⑴
〜
⑶
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
手
指
の
動
き
と
は
異
な
る

の
で
案
外
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
体
を
支
え
る
土
台
に
な
る
足

の
指
が
自
由
に
動
け
る
か
の
チ
ェ
ッ

ク
に
も
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で
よ

い
の
で
し
っ
か
り
曲
げ
伸
ば
し
で
き

る
よ
う
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
終
的
に
は
手
と
足
で
１
人
じ
ゃ

ん
け
ん
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
脳
ト
レ
だ
け
で
な
く
、
足
裏
の

筋
力
ア
ッ
プ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
血

行
促
進
、
足
の
冷
え
性
の
改
善
、
む

く
み
解
消
、
外
反
母
趾
（
ぼ
し
）
の

改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

手
足
じ
ゃ
ん
け
ん
で
脳
ト
レ
と

健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
そ
の
１

健
康
生
活
研
究
所
所
長

　堤

　喜
久
雄

⑴椅子に座り、両足をそろえて
指の関節をしっかり曲げます。
手の握りこぶしのような見た目
がグーです。

「グー、チョキ、パー」と声に出しながら行うとや
りやすいです。

⑵チョキは、親指だけ
を上に立て他の指はそ
ろえて地面に着けた状
態です。

⑶パーは、両足の幅を開
けて 5 本の指先を広げま
す。指と指が等間隔に開
くように意識します。

手
軽
に
健
康

　手
指
体
操

基本の動き　
足指でグーチョキパーを出す

ポイント
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お
知
ら
せ

杉田川渓谷の遠藤ヶ滝遊歩道を登ること約30分、大岩の間から
轟々と水音を轟かせながら流れ落ちる遠藤ヶ滝。ここはかつて
多くの修験者が訪れた地でもあります。少し下流には三日月の
滝があり、水量が多い時期は扇形の見事な広がりを見せます。

安達地区（大玉村）

ドローンで見る
ふくしま未来

17

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

遠藤ヶ滝

　荒井にある四季の里内の農産加工館で、福島市産の果物の加工ができます。
　ご自宅にある販売品ではない果物を加工してみませんか？
　ジュースやジャムに加工して、直売所で販売したり、お客様へのお土産にし
たりして喜ばれている利用者様がたくさんいます。
　そのままで食べきれないなら、ジュースやジャムにして無駄なくおいしく最後
まで食べつくしましょう。

ご自宅の果物でジュースやジャムを
作ってみませんか？

ご自宅の果物でジュースやジャムを
作ってみませんか？

［福島市の農家の皆さんへ］

四季の里 農産加工館　　TEL 024-593-0109　　FAX 024-593-0110お問い
合わせ先 たくさんのご利用お待ちしております。料金等、詳細はお気軽にお問い合わせください。

親子で楽しく
農業体験 

定　員：管内の小学生親子15組（先着順）
※お子様のみのお申込みはお断りさせていただきます
締　切 ：令和4年8月12日(金)まで
参加費：1組1,000円（各回ごと）当日集めます。
ＪＡ本店よりバス出発、現地集合も出来ます。
お申込み方法
申込用に必要事項を記入し、お近くのJA窓口職員へ提
出ください。または下記までFAXください。
※申込書は支店・営農センター・直売所にあります
お問合せ・お申込み先
〒960-0185　福島市北矢野目字原田東1-1
ＪＡふくしま未来　総務部地域支援課
電話024-573-1004　　fax024-529-6638
※参加者には後日詳しいご案内をいたします
※�雨天時や新型コロナウィルスの感染状況により内容
の変更・中止になる場合がございます

第１回目　8／27日（土）
内　　容：「秋野菜の定植＆桃狩り体験」
場　　所：新ふくしまファーム
　　　　　管内果樹園
第２回目　9／23（金・祝）
内　　容：「福島大学で学ぼう」
　　　　　～トマトの収穫とミニ実験～
場　　所：福島大学、松川町圃場
第３回目　11月上旬
内　　容：「秋野菜を収穫しよう！」
場　　所：新ふくしまファーム

第４回目　１２月上旬
内　　容：「あんぽ100周年記念」
　　　　　～�あんぽ工房見学・加工体験・� 

あんぽ料理の試食～
場　　所：ＪＡ施設（伊達市内）

みらいろアグリ塾参加者募集!!みらいろアグリ塾参加者募集!!
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官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

理 事 会 報 告JAふくしま未来の概要

編 集 後 記

組　合　員　数　（正）
　　　〃　　　　（准）
役　　員　　数　理事
　　　〃　　　　監事
職　　員　　数
准　職　員　数
出　　資　　金
事 業 実 績
購 買 品 供 給 高
販 売 品 販 売 高
貯 　 金 　 高
貸   付   金   高
長 期 共 済 保 有 高

⬇タテのカギ➡ヨコのカギ
1　東海道新幹線の愛称の一つ
3　天気予報で使う単位はヘクトパス
カル

6　食事の̶̶にしっかりと手を洗った
7　ゾウガメのように水の少ない所で
も暮らせる亀

8　綿あめの芯棒に使うことも
10 お化け屋敷で̶̶満点の演出を楽
しんだ

14 胸びれを広げて滑空します
16 東北三大夏祭りの一つ、秋田̶̶
祭り

18 固体と液体を分ける方法の一つ
19 マンションの賃貸情報に載っています
20 「姿勢が悪いよ」と言われやすい体勢

1　夏に咲く黄色い花
2　行きは良い良い̶̶は怖い
3　レタスやゴボウは̶̶科の植物です
4　すし屋の符丁でお茶のこと
5　能あるタカは隠してる？
7　北海道の北部にある島。昆布やウ
ニが名産品です

9　停留所に止まります
11 漢字などの横に小さな文字で振ります
12 海からそよそよと̶̶が吹いてきた
13 英国の通貨単位です
15 魚の下ごしらえをするときに取る
こともあります

16 草を刈るときに使います
17 翼を持っています

2　□□□□□

応募締切

7月25日月
（必着）

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C ED
ア ブ ラ ゼ ミ

先月号の答え

議案第１号　第7回通常総代会特別決議について　

第2回
臨時理事会

日時 ／ 令和4年5月31日（火）
場所 ／ パルセいいざか1階　第2会議室

第3回
理事会

日時 ／ 令和4年5月31日（火）
場所 ／ パルセいいざか1階　第2会議室

議案第１号　代表理事の選任について
議案第２号　組合長理事、専務理事、常務理事の選任について
議案第３号　職務代理・代行順位について
議案第４号　地区役員代表の選任について　
議案第５号　委員会の構成及び正副委員長について
議案第６号　子会社役員について

第4回
理事会

日時 ／ 令和4年6月6日（月）
場所 ／ 摺上亭大鳥　鳳凰の間

議案第１号　令和3年度行政庁業務報告書の提出について
議案第２号　事業分量配当金に係る非出資組織の対応について
議案第３号　役員退職慰労金の支給について
議案第４号　令和4年度理事報酬について
議案第５号　役員賠償責任保険の加入について
議案第６号　個人情報保護に関する規程等の一部改正について

44,822人
48,952人

52人
8人

1,131人
263人

16,061百万円

令和4年5月末現在

3,540百万円
3,291百万円

762,254百万円
210,391百万円

2,483,248百万円

広報誌が届く頃には、暑い日々が続いているので
しょうか。自然災害による農産物被害が心配です
が、桃のシーズンとなりました。美味しい桃をぜひ
皆さんに味わってもらいたいです。（中野）

「第７回総代会資料」に下記の誤りがございました。深くお詫び申し上げ、下記の通り訂正いたします。
ページ

38
36

科目 施設整備対策積立金 施設整備対策積立金取崩額
金額 事業費用 15,185,981 15,185,891損益計算書

内容 誤 正

■ 協議事項 ■

■ 協議事項 ■

■ 協議事項 ■

園芸研究家●成松次郎

品種分化が少なく「緑彩二号」、「タアサイ」とし
て販売があります。

春まきでは条間 15cm、株間 15cm、秋まきで大
株にするには条間 20cm、株間 20cm に 1 カ所
5、6 粒の点まきをします（図 2）。発芽まで土
が乾かない程度に灌水し、発芽後は土が乾いた
らたっぷり与えます。なお、ポリマルチを使う
と、生育の促進に加え、土が葉の間に入るのを
防ぐ効果があります。
種まき後は防虫ネットでトンネルを作り、害虫
から保護します。また、べたがけは発芽促進と
害虫の防止になるため、1 カ月程度被覆するの
も良いでしょう。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

春まきでは株が立性になり、草丈 25cmくらい、
秋まきでは、葉は大きく広がり開張性になり、
上から見て直径 20cm くらいから収穫を始めま
す（図 5）。寒い時期になるとおいしさが増し
てきます。収穫後は広がっている葉を内側につ
ぼめてひもで縛ると扱いやすくなります。

アブラムシやアオムシ、ヨトウムシなどが発生し
ます。アブラムシには粘着くん液剤など、アオム
シ、ヨトウムシにはトアロー水和剤 CT などを使
用します。長雨のときは、べと病や白さび病が発
生しやすいので、株間を少し広めに取ります。

大株に育てるには、最
後の間引きの半月後に
化成肥料を畝間にばら
まき、軽く土寄せします
（図4）。

1 回目は発芽後、込み
合っている株を除き、
2 回目は本葉 2、3 枚
の頃に 2 本、3 回目は
本葉 5、6 枚の頃に 1
本にします（図 3）。種まきの2週間前までに 1㎡当たり苦土石灰 100g

をまき、酸度を矯正しておきます。1 週間前までに
堆肥1kgと化成肥料（NPK各成分10%）100gを施
し、土とよく混ぜておきます（図 1）。次に、幅 1m、
高さ5cm程度の栽培床を作ります。

ＪＡの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」
と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪

第５回は、「タアサイ～霜に当たるとおいしさが増す～」です。
　タアサイはツケナの仲間で、中国語で「塌菜」と書きます。「塌」は「つぶれる」という意味です。
葉は平たく杯状に広がっており、さじ状で縮れがあり、日本の野菜では「キサラギナ」に似て
います。チンゲンサイと共に、代表的な中国野菜です。

あ な た も チ ャ レン ジ
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2022年７月20日水締切

次回、8 月号のお題は…

「農」のある風景
9月号のお題は…

あなたの１番

〒960-0185 
福島県福島市北矢野目字原田東1-1 JAふくしま未来 広報課「みら☆スタ」係

投稿方法稿 法

宛
先

便せん、またはメール本文に
❶氏名　❷ペンネーム　❸住所　❹電話番号　❺写真のタイトル
❻写真の簡単な説明（30字程度）　を明記してください。
※メールの場合、件名を「みらいろ☆スタジオ」として写真を添付し、送信してください

読者の皆様から、テーマに沿った写真を募集しています。
郵送・Eメール・携帯写真メールの、いずれかの方法で撮影した写真をお送りください。

テーマ

〇〇の夏

広報誌

2022年７月１日発行

７月号

Facebook 公式LINE Youtube公式HP

ふくしま未来農業協同組合
〒960-0185 福島県福島市北矢野目字原田東1-1
編集：改革推進部広報課

 TEL　024-573-7121　URL　http://ja-f-mirai.or.jp/

投稿大募集中♪

応募フォームへ必要事項を入力の上、写真を１枚添付しご応募ください。
右記ＱＲコードからJAふくしま未来ホームページにアクセスしご応募ください

※一人１枚のみ
※写真は、概ね３ヶ月以内に撮影したものをご応募ください
紙面の都合上、掲載枚数には限りがございますがご了承ください。
投稿の際の個人情報は、広報誌への掲載並びに広報に関すること
以外には使用いたしません。

掲載された方には、JA６次化
商品もしくはオリジナルグッズ
をプレゼントします♪

二本松市竹田 しょーちゃんさん
旅行先でパシャリ。水面が反射し
て美しいですね。

『日本の棚田百選』

伊達郡川俣町鶴沢 夏子さん
日光の湯滝。夏に行きたい大好き
な場所です！

『マイパワースポット』

福島市北矢野目 あかつきさん
旅先でキレイな紫陽花。梅雨が早
く明けるといいな～。

『梅雨だなぁ～』

福島市大笹生 みーちゃんさん
雷雨の後に東の空に虹が見え
ました。まもなく暑い夏がやっ
てきますよ。

『雷雨の後に？』

福島市沖高 くりぼうさん
散策の途中、日差しを避けて神社の側の湧き水でほっと一息。

『夏の木もれ日』


